
自主財源
19億9,379万円

37.7%

53億
547万円

町税
13億598万円
24.7%

繰越金
4億6,660万円

8.8%

使用料及び手数料
8,929万円
1.7%

分担金及び負担金
2,473万円
0.5%

その他
1億719万円
2.0%

国庫支出金
6億3,075万円
11.9%

地方交付税
17億7,577万円

33.5%

地方交付税
17億7,577万円

33.5%

県支出金
2億8,370万円

5.3%

その他
4億7,347万円

8.8%

歳入

町債
1億4,799万円

2.8%

町債
1億4,799万円

2.8%

依存財源
33億1,168万円
62.3%

49億
4,660万円

消防費
2億9,821万円

6.0%

歳出

農林水産業費
1億2,199万円

2.5%

総務費
7億1,197万円
14.4%

民生費
17億1,827万円

34.7%

教育費
5億7,262万円
11.6%

教育費
5億7,262万円
11.6%

土木費
3億6,082万円

7.3%

土木費
3億6,082万円

7.3%

衛生費
3億9,259万円

7.9%

衛生費
3億9,259万円

7.9%

公債費
3億5,138万円

7.1%

公債費
3億5,138万円

7.1%

その他
4億1,875万円

8.5%

その他
4億1,875万円

8.5%

令
和
令
和
66
年
度
年
度

決
算
報
告

決
算
報
告

　
令
和
６
年
度
の
町
の
決
算
が
９

月
の
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
、
一

般
会
計
、
特
別
会
計
そ
れ
ぞ
れ
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、一
般
会
計
約
49
億
４
，

６
６
０
万
円
、
特
別
会
計
約
27
億

７
，
１
５
０
万
円
、
水
道
事
業
会

計
約
３
億
５
，
８
６
１
万
円
（
収

益
的
支
出
と
資
本
的
支
出
の
計
）、

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
約
６
，

３
０
１
万
円
（
収
益
的
支
出
と
資

本
的
支
出
の
計
）
と
な
り
、
総
額

約
81
億
３
，
９
７
２
万
円
で
様
々

な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

一
般
会
計
歳
入

　
歳
入
決
算
総
額
は
約
53
億
５
４

7
万
円
で
、前
年
度
と
比
べ
て
３
，

９
２
7
万
円
、
０
．
７
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　
増
加
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

中
央
公
民
館
等
の
屋
根
及
び
外
壁

改
修
事
業
に
伴
う
借
入
金
や
地
方

交
付
税
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
町
税
は
、
約
13
億
５
９
８
万
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
て
約
３
，
５

６
１
万
円
、
２
．
７
％
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
定
額
減
税

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
約
６
億
３
，

０
７
５
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
３
，
２
０
１
万
円
、
４
．
８
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

策
費
負
担
金
な
ど
の
減
少
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
町
債
は
、
中
央
公
民
館
等
の
屋

根
及
び
外
壁
改
修
事
業
に
伴
う

教
育
債
な
ど
に
よ
り
、
１
億
4
，

7
9
9
万
円
、
３
９
７
．
９
％

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
出

　
歳
出
決
算
総
額
は
、約
49
億
４
，

６
６
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
１
億
４
，
６
８
９
万
円
、
３
・

１
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
増
加
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

社
会
福
祉
関
係
や
子
育
て
支
援
の

支
出
の
ほ
か
、
物
価
高
騰
に
よ
り

影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
等
へ

の
給
付
金
な
ど
も
増
加
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
歳
入
総
額
53
億
５
４
7

万
円
と
歳
出
総
額
49
億
４
，
６
６

０
万
円
の
差
額
３
億
５
，
８
８
7

万
円
は
令
和
７
年
度
へ
繰
り
越
し

ま
し
た
。

目
的
別
の
主
な
事
業

総 

務
費

○
町
制
施
行
１
３
５
周
年
並
び
に

合
併
70
周
年
記
念
式
典
を
開

催
し
、
町
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
１
３
５
名
と
６
団
体
の

方
々
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績

を
称
え
ま
し
た
。

○
古
池
地
内
の
橋
戸
川
不
法
占
有

問
題
の
解
決
に
向
け
町
が
提

起
し
た
裁
判
に
お
い
て
、
全

面
勝
訴
判
決
を
得
ま
し
た
。

○
交
通
手
段
の
確
保
な
ど
を
目
的

に
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
券

を
交
付
し
、
地
域
交
通
対
策

事
業
を
行
い
ま
し
た
。

○
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、

越
生
町
出
身
の
映
画
監
督
兼

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
甫
木
元

空
氏
の
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま

し
た
。

○
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入

費
補
助
制
度
を
創
設
し
、
自

転
車
事
故
の
被
害
軽
減
と
交

通
安
全
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

○
県
知
事
選
挙
、
衆
議
院
議
員
総

選
挙
、
越
生
町
長
選
挙
を
行

い
ま
し
た
。

民 

生
費

○
越
生
町
障
が
い
福
祉
総
合
計
画

な
ど
に
基
づ
き
、
障
が
い
者

等
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促

進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
高
齢
者
の
自
立
支
援
や
在
宅
福

祉
事
業
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
推
進
し
た
ほ
か
、
新
た

に
移
動
販
売
車
の
運
行
を
開

始
し
ま
し
た
。

歳入の状況歳出の状況
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○
出
生
祝
金
支
給
事
業
、
こ
ど
も

の
医
療
費
支
給
事
業
、
学
童

保
育
事
業
の
ほ
か
、
新
た
に

こ
ど
も
食
堂
の
運
営
に
応
援

金
を
支
給
す
る
な
ど
、
子
育

て
支
援
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

〇
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
保
育
園
・

幼
稚
園
等
を
利
用
す
る
園
児

の
給
食
費
を
無
償
化
し
ま
し

た
。

○
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
低

所
得
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
を

支
給
し
ま
し
た
。

衛 

生
費

○
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
健
康
増
進
事
業
や
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
の
支
援
事
業
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

○
電
気
自
動
車
購
入
費
に
対
す

る
補
助
制
度
の
創
設
や
、
生

ご
み
処
理
容
器
「
キ
エ
ー
ロ
」

の
普
及
啓
発
、
山
並
み
連
携

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
協
議

会
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に

向
け
た
各
種
事
業
を
行
い
ま

し
た
。

○
町
民
等
の
公
共
的
な
福
利
厚
生

に
資
す
る
た
め
、
町
営
樹
木

葬
墓
苑
「
五
大
尊
花
木
墓
苑
」

の
運
営
・
管
理
を
行
い
ま
し

た
。

農 

林
水
産
業
費

○
梅
・
ゆ
ず
な
ど
の
特
産
物
を
周

知
し
た
ほ
か
、
地
産
地
消
を

推
進
し
ま
し
た
。

○
改
植
・
新
植
を
実
施
す
る
農
家

に
、
苗
木
購
入
費
の
一
部
を
補

助
し
た
ほ
か
、
梅
の
不
作
に
対

す
る
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

○
特
定
外
来
生
物
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
の
早
期
発
見
や
防

除
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
成
瀬
地
内
の
農
業
用
水
路
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

○
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

て
、
新
さ
く
ら
の
山
公
園
内

の
伐
採
な
ど
森
林
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

商 

工
費

○
町
内
で
起
業
す
る
中
小
企
業
者

を
支
援
す
る
た
め
、
起
業
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
経
費

に
対
し
て
そ
の
一
部
を
補
助

し
ま
し
た
。

○
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
商
店
街
が
実

施
し
た
街
路
灯
の
修
繕
事
業

を
支
援
し
ま
し
た
。

○
黒
山
三
滝
（
中
）
ト
イ
レ
を
改

修
し
た
ほ
か
、
観
光
施
設
の

維
持
管
理
等
を
行
い
ま
し
た
。

〇
越
生
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
補

助
金
を
交
付
し
、
越
生
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

土 

木
費

○
越
生
町
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
に
基
づ
き
、
橋
梁
点
検
及

び
梅
里
橋
の
高
欄
改
修
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

○
生
活
安
全
の
向
上
を
図
る
た

め
、
防
犯
灯
及
び
街
路
灯
の

新
設
・
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

○
古
池
地
内
の
橋
戸
川
不
法
占
有

問
題
の
解
決
に
向
け
、
測
量

業
務
等
を
行
い
ま
し
た
。

○
越
生
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
町
営
仲
町
住
宅

の
給
排
水
管
及
び
ガ
ス
管
の

改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

教 

育
費

○
越
生
町
教
育
振
興
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
児
童
・
生
徒
の
教

育
力
向
上
や
生
涯
学
習
を
推

進
し
ま
し
た
。

○
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
支

援
策
と
し
て
小
中
学
校
の
給

食
費
を
全
額
無
償
化
し
ま
し

た
。

○
梅
園
小
学
校
の
校
舎
２
階
西
側

児
童
用
ト
イ
レ
及
び
プ
ー
ル

脇
外
ト
イ
レ
を
改
修
し
ま
し

た
。

○
越
生
町
中
央
公
民
館
・
体
育
館

の
屋
根
及
び
外
壁
等
の
改
修

工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
今
後
も
、「
安
心
元
気
な
越
生

町 

共
に
創
る
新
し
い
未
来
！
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
と
住
民
福
祉
の
向
上

の
た
め
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。健

全
化
判
断
比
率
等

　
令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ
き
、

財
政
健
全
化
に
関
す
る
比
率
を
算

出
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金

不
足
比
率
は
、
い
ず
れ
の
指
標
も

歳入 歳出 差引額
総    額 85億7,741万円 81億3,972万円 4億3,769万円
一般会計 53億   547万円 49億4,660万円 3億5,887万円
特別会計 28億7,732万円 27億7,150万円 1億   582万円

公平委員会特別会計 29万円 17万円 12万円
国民健康保険特別会計 13億5,934万円 13億3,637万円 2,297万円
介護保険事業特別会計 13億   614万円 12億2,624万円 7,990万円

後期高齢者医療特別会計 2億1,155万円 2億　872万円 283万円

水道事業
会計

収益的収支 3億1,093万円 2億8,510万円 2,583万円
資本的収支 2,232万円 7,351万円 ▲5,119万円

農業集落排水
事業会計

収益的収支 6,129万円 6,301万円 ▲172万円
資本的収支 8万円 0万円 8万円

　水道事業会計の資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額5,119万円は、過年度分損益勘定留保資金で補てんしました。
　農業集落排水事業会計の収益的支出の不足額は172万円は、剰余金で補てんしました。これは、令和６年度から企業会計に移行したこと
によるものです。
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30年度 元年度 ２年度 ３年度　  ４年度　  ５年度　  ６年度

越生町

県内町村平均

経常収支比率の推移

健全化判断比率 ( 単位：％ )

( 単位：％ )資金不足比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
越生町 ー ー 6.4 ー

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

特別会計名称 資金不足比率 特別会計名称 資金不足比率
農業集落排水事業会計 ー 水道事業会計 ー

経営健全化基準 20.0 経営健全化基準 20.0

会
計
別
決
算

早
期
（
経
営
）
健
全
化
基
準
を
下

回
り
、健
全
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
の
指
標
で
あ
る
経
常

収
支
比
率
は
９
０
．
５
％
で
依
然

と
し
て
高
い
数
値
に
あ
り
、
財
政

の
硬
直
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
１
．
０
に
近
い
ほ
ど
財

政
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
を
示
す
財

政
力
指
数
は
、
０
．
４
５
９
と
低

水
準
に
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

・実質赤字比率：一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
・連結実質赤字比率：全会計を対象とした実質赤字または資金不足額の標準財政規模に対する比率
・実質公債費比率：一般会計等が負担する元利償還金および準元利償還金の標準財政規模に対する比率
・将来負担比率：一般会計等が負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
・資金不足比率：各公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率
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